
神奈川県小児等在宅医療連携拠点事業の概要 

【小児等在宅医療を進めるための２つの柱】 
① 厚木・小田原各地域をモデル地域とした取組み ②こども医療センターによる全県的な支援 

【本県の課題】 

 医療技術の発達により、新生児が出産直後に死亡するケースが減り、ＮＩＣＵの長期入院児（１年以上入院）は増加している。また、地域で
は受入にあたり、医師や看護師、介護者の医療的ケアに対する経験不足や緊急時等の連携体制に不安がある。 
【事業目的】 
 ＮＩＣＵを退院し、医療的ケアを必要とする児を医療・福祉・教育・行政が連携をして、地域で支えていく体制をつくること 
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＜①小田原地域モデル事業＞ 

 ・小田原地域小児等在宅医療連絡会議による課題の抽出・
課題解決に向けた取組み 
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＜茅ヶ崎地域＞ 
・28年度の取組内容の進捗確認  等 
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②全県的な支援 
○支援者向けの情報提供・相談窓口の設置 
○小児在宅医療資源の拡充に向けた医療ケア研修  

行政 厚木市、厚木保健福祉事務所、厚木児童

相談所  

県内各地域 

【実態調査】 連携・協力 連携・支援 
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